
(57)【要約】

【課題】　写真工程数を低減する液晶表示装置の製造方

法を提供する。

【解決手段】　１次写真蝕刻工程により基板上に耐火性

金属製の第１金属膜及びＡｌ製の第２金属膜が積層され

てなるゲート電極及びゲートパッドを形成する段階、基

板全面に絶縁膜を形成する段階、２次写真工程によりＴ

ＦＴ部の絶縁膜上に半導体膜パターンを形成する段階、

３次写真工程によりＴＦＴ部に第３金属膜よりなるソー

ス電極及びドレイン電極を形成する段階、基板全面に保

護膜を形成後、保護膜及び絶縁膜を４次写真蝕刻しＴＦ

Ｔ部のドレイン電極とパッド部のゲートパッドを露出す

る保護膜パターンを形成する段階、保護膜パターンをマ

スクとして第２金属膜を蝕刻しパッド部の第１金属膜を

露出する段階、５次写真工程によりＴＦＴ部のドレイン

電極と接触する第１画素電極パターン及びパッド部の第

１金属膜と接触する第２画素電極パターンを形成する段

階を含む。

【選択図】　　図１６

JP 2004-157555 A 2004.6.3



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 次 写 真 蝕 刻 工 程 を 用 い て 、 Ｔ Ｆ Ｔ 部 及 び パ ッ ド 部 の 基 板 上 に 耐 火 性 金 属 で 形 成 し た 第
１ 金 属 膜 及 び ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形 成 し た 第 ２ 金 属 膜 が 順 次 に 積 層 さ れ
て な る ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド を 各 々 形 成 す る 段 階 と 、
　 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 の 全 面 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、
　 ２ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ 部 の 前 記 絶 縁 膜 上 に 半 導 体 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、
　 ３ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 第 ３ 金 属 膜 よ り な る ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 形
成 す る 段 階 と 、
　 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 保 護 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 保 護
膜 及 び 絶 縁 膜 を ４ 次 写 真 蝕 刻 し て 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 と 前 記 パ ッ ド 部 の ゲ ー ト パ
ッ ド の 一 部 を 露 出 さ せ る 保 護 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、
　 前 記 保 護 膜 パ タ ー ン を マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 金 属 膜 を 蝕 刻 し て パ ッ ド 部 の 第 １ 金 属 膜 を
露 出 さ せ る 段 階 と 、
　 ５ 次 写 真 工 程 を 用 い て 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 と 接 触 す る 第 １ 画 素 電 極 パ タ ー ン と
、 前 記 パ ッ ド 部 の 第 １ 金 属 膜 と 接 触 す る 第 ２ 画 素 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 金 属 膜 は Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １
つ で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ 金 属 膜 は Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １
つ で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 １ 次 写 真 蝕 刻 工 程 で 第 ２ 金 属 膜 に 対 し て テ ー パ 蝕 刻 を 行 い 、 引 続 き 第 １ 金 属 膜 に 対
し て 蝕 刻 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 絶 縁 膜 は Ｓ ｉ Ｎ Ｘ 及 び Ｓ ｉ Ｎ Ｘ と Ｓ ｉ Ｏ Ｘ と の 二 重 膜 よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ
れ た 何 れ か １ つ で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 金 属 膜 と 、 前 記 第 １ 金 属 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 金 属 膜 よ り な る
ゲ ー ト 電 極 と 、
　 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 金 属 膜 と 、 前 記 第 １ 金 属 膜 上 の 一 部 に 形 成 さ れ た 第 ２ 金 属
膜 よ り な る ゲ ー ト パ ッ ド と 、
　 前 記 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド が 形 成 さ れ た 基 板 上 に 、 前 記 ゲ ー ト パ ッ ド の 第 １ 金 属
膜 の 一 部 を 露 出 さ せ る よ う に 形 成 さ れ た 絶 縁 膜 と 、
　 ゲ ー ト 電 極 上 の 前 記 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 膜 パ タ ー ン と 、
　 前 記 半 導 体 膜 パ タ ー ン 上 に 形 成 さ れ た ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 と 、
　 前 記 ド レ イ ン 電 極 を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル と 前 記 ゲ ー ト パ ッ ド の 第 １ 金 属 膜 を 露
出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 持 つ よ う に 形 成 さ れ た 保 護 膜 パ タ ー ン と 、
　 前 記 保 護 膜 パ タ ー ン 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ド レ イ ン 電 極 と 接 触 す る 第 １ 画 素 電 極 パ タ ー ン
と 、
　 前 記 保 護 膜 パ タ ー ン 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト パ ッ ド の 第 １ 金 属 膜 と 接 触 す る 第 ２ 画 素
電 極 パ タ ー ン と を 具 備 し 、
　 前 記 第 １ 金 属 膜 は 耐 火 性 金 属 で 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 金 属 膜 は ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 金 属 膜 は Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １
つ よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 絶 縁 膜 は 窒 化 膜 Ｓ ｉ Ｎ Ｘ よ り な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ 画 素 電 極 パ タ ー ン 及 び 前 記 第 ２ 画 素 電 極 パ タ ー ン は Ｉ Ｔ Ｏ よ り な る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 保 護 膜 パ タ ー ン の 一 部 は 前 記 半 導 体 膜 パ タ ー ン と 直 接 接 触 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ６ に 記 載 の Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 係 り 、 特 に 能 動 素 子 と し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 具 備
し て 写 真 工 程 の 数 が 減 ら す こ と の で き る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 情 報 表 示 装 置 は 電 気 的 な 信 号 を 視 覚 映 像 に 変 換 さ せ 、 人 間 が 直 接 情 報 を 解 読 可 能 に す る
電 子 シ ス テ ム の 一 種 で あ っ て 、 電 子 光 学 的 素 子 で あ る 。 こ の よ う な 表 示 装 置 と し て は 液 晶
表 示 装 置 （ Liquid Crystal Display： LCD） が 最 も 広 く 使 用 さ れ て お り 、 そ の 他 に も プ ラ
ズ マ 放 電 を 用 い る プ ラ ズ マ 表 示 装 置 （ Plasma DisplayPanel： PDP） 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ
ン ス （ Electro Luminescence： EL） 、 最 近 多 く 研 究 さ れ て い る 電 界 放 出 表 示 装 置 （ Field 
Emission Display： FED） 、 そ し て 反 射 形 と し て ミ ラ ー の 動 き を 制 御 す る 可 変 ミ ラ ー 素 子
（ Deformable Mirror Device： DMD） 等 が 開 発 さ れ 急 速 に 普 及 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の 中 で 、 液 晶 表 示 装 置 は 電 場 に よ り 分 子 の 配 列 が 変 化 す る 液 晶 の 光 学 的 性 質 を 用 い る
液 晶 技 術 と 、 微 細 パ タ ー ン を 形 成 す る こ と が で き る 半 導 体 技 術 と を 合 わ せ た 表 示 装 置 で あ
っ て 平 板 表 示 装 置 の 代 名 詞 と 言 わ れ る 。 液 晶 表 示 装 置 の 中 の 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 能 動 素
子 と し て 使 用 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 液 晶 表 示 装 置 （ Thin Film Transistor LCD： TFT-LCD
） は 低 消 費 電 力 、 低 電 圧 駆 動 力 、 薄 形 、 軽 量 等 の 多 様 な 長 所 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ 以 下 Ｔ Ｆ Ｔ と 称 す る ） は 一 般 ト ラ ン ジ ス タ に 比 べ て 非 常 に 薄 い
の で 、 こ の 製 造 工 程 は 一 般 ト ラ ン ジ ス タ の 製 造 工 程 よ り 複 雑 で 生 産 性 が 低 く 、 製 造 コ ス ト
も 高 い 。 特 に 製 造 段 階 毎 に マ ス ク が 使 用 さ れ 少 な く と も ７ 枚 の マ ス ク が 必 要 で あ る 。 従 っ
て 、 Ｔ Ｆ Ｔ の 生 産 性 を 高 め 、 製 造 コ ス ト を 低 め る た め の 様 々 の 方 法 が 研 究 さ れ て お り 、 特
に 製 造 工 程 に 使 用 さ れ る マ ス ク の 数 を 減 ら す た め の 方 法 が 広 く 研 究 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 に 基 づ き 従 来 の 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
　 図 １ 乃 至 図 ４ は 従 来 の 技 術 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め 示 し た 断 面 図
で あ っ て 、 特 許 文 献 １ を 参 照 し た も の で あ る 。 各 図 で 部 材 符 号 Ａ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 を 示 し 、 Ｂ は
ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ を 参 照 す れ ば 、 透 明 な 基 板 ２ 上 に 純 粋 ア ル ミ ニ ウ ム を 使 用 し て 第 １ 金 属 膜 を 形 成 し
た 後 、 前 記 第 １ 金 属 膜 を １ 次 写 真 蝕 刻 し て ゲ ー ト パ タ ー ン ４ 、 ４ ａ を 形 成 す る 。 前 記 ゲ ー
ト パ タ ー ン は Ｔ Ｆ Ｔ 部 で は ゲ ー ト 電 極 ４ と し て 、 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 で は ゲ ー ト パ ッ ド
４ ａ と し て 使 用 さ れ る 。
　 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 通 常 の 写 真 工 程 を 行 っ て ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 の 一 部 領 域 を 遮 断 す
る フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し た 後 、 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン を 酸
化 防 止 膜 に て 使 用 し て 前 記 第 １ 金 属 膜 を 酸 化 さ せ 陽 極 酸 化 膜 ６ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 前 記
陽 極 酸 化 膜 ６ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 ４ の 全 面 と 、 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 に 位
置 す る ゲ ー ト パ ッ ド ４ ａ の 一 部 領 域 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ３ を 参 照 す れ ば 、 陽 極 酸 化 膜 ６ が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 ２ の 全 面 に 、 例 え ば 窒 化 膜 を 蒸
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着 し て 絶 縁 膜 ８ を 形 成 す る 。 次 い で 、 絶 縁 膜 ８ が 形 成 さ れ た 基 板 ２ の 全 面 に 非 晶 質 の シ リ
コ ン 膜 １ ２ を 連 続 的 に 蒸 着 し て 半 導 体 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 半 導 体 膜 を ３ 次 写 真 蝕 刻 し て
Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 活 性 領 域 と し て 使 用 さ れ る 半 導 体 膜 パ タ ー ン １ ０ 、 １ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ４ を 参 照 す れ ば 、 半 導 体 膜 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 基 板 ２ の 全 面 に ４ 次 写 真 工 程 を 行 っ
て ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト パ ッ ド ４ ａ の 一 部 を 露 出 さ せ る フ ォ ト レ ジ ス
ト パ タ ー ン （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る 。 次 い で 、 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン を マ ス ク と し
て 使 用 し て 前 記 絶 縁 膜 ８ を 蝕 刻 す る こ と に よ り ゲ ー ト パ ッ ド ４ ａ の 一 部 を 露 出 さ せ る コ ン
タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 引 続 き 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 、 例 え ば ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） を 蒸 着 し
た 後 、 前 記 ク ロ ム 膜 を ５ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に は ソ ー ス 電 極 １ ４ ａ 及 び ド レ イ ン 電 極
１ ４ ｂ を 形 成 し 、 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 に は 前 記 コ ン タ ク ト ホ ー ル を 通 し て 前 記 ゲ ー ト パ
ッ ド ４ ａ と 連 結 さ れ る パ ッ ド 電 極 １ ４ ｃ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 前 記 ５ 次 写 真 蝕 刻 工 程 の 進
行 時 、 Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 形 成 さ れ た 前 記 ゲ ー ト 電 極 ４ の 上 部 の 不 純 物 が ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質
シ リ コ ン 膜 １ ２ も 一 部 蝕 刻 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 の 上 部 の 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 １ ０ の 一 部 が 露 出
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 ソ ー ス 電 極 １ ４ ａ 、 ド レ イ ン 電 極 １ ４ ｂ 及 び パ ッ ド 電 極 １ ４ ｃ が 形
成 さ れ た 基 板 ２ の 全 面 に 、 例 え ば 酸 化 膜 を 蒸 着 し て 保 護 膜 １ ６ を 形 成 し た 後 、 前 記 保 護 膜
を ６ 次 に 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 １ ４ ｂ の 一 部 と ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 の パ
ッ ド 電 極 １ ４ ｃ の 一 部 を 露 出 さ せ る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 い で 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル の 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 透 明 導 電 物 質 で あ る Ｉ Ｔ Ｏ （ Indi
um Tin Oxide） を 蒸 着 し た 後 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ７ 次 写 真 蝕 刻 す る こ と に よ り 画 素 電 極 １ ８ 、 １
８ ａ を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ で は ド レ イ ン 電 極 １ ４ ｂ と 画 素 電 極 １ ８ が 連 結 さ れ
、 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 で は パ ッ ド 電 極 １ ４ ｃ と 画 素 電 極 １ ８ ａ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ５ ４ ， ８ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 述 し た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 ゲ ー ト ラ イ ン の 低 抵 抗 化 の た め ゲ ー
ト 電 極 の 物 質 と し て 純 粋 ア ル ミ ニ ウ ム を 使 用 し た 。 従 っ て 、 ア ル ミ ニ ウ ム に よ る ヒ ロ ッ ク
（ hillock ） を 防 止 す る た め 陽 極 酸 化 工 程 が 伴 う の で 、 複 雑 な 工 程 、 生 産 性 の 減 少 及 び 製
造 コ ス ト の 上 昇 の 原 因 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 写 真 工 程 の 数 を 減 ら し て 製 造 費 用 の 減 少 及 び 生 産 性 を 向 上 さ せ う る 液 晶
表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 １ 次 写 真 工 程 を 用 い て
Ｔ Ｆ Ｔ 部 及 び ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 の 基 板 上 に 第 １ 金 属 膜 及 び 第 ２ 金 属 膜 が 順 次 に 積 層 さ
れ て な る ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド を 各 々 形 成 す る 段 階 と 、 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ
ド が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 の 全 面 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、 ２ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ
部 の 前 記 絶 縁 膜 上 に 半 導 体 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、 ３ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ 部
に 第 ３ 金 属 膜 よ り な る ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 形 成 し 、 パ ッ ド 部 に 第 ３ 金 属 膜 よ り
な る パ ッ ド 電 極 を 形 成 す る 段 階 と 、 ４ 次 写 真 工 程 を 用 い て 前 記 ド レ イ ン 電 極 の 一 部 、 ゲ ー
ト パ ッ ド の 一 部 及 び パ ッ ド 電 極 の 一 部 を 露 出 さ せ る 保 護 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、 前
記 保 護 膜 パ タ ー ン を マ ス ク と し て 前 記 ゲ ー ト パ ッ ド を 構 成 す る 第 ２ 金 属 膜 を 蝕 刻 し て 第 １
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金 属 膜 を 露 出 さ せ る 段 階 と 、 ５ 次 写 真 工 程 を 用 い て 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 と 連 結 さ
れ る 第 １ 画 素 電 極 パ タ ー ン と 、 前 記 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 の ゲ ー ト パ ッ ド と パ ッ ド 部 の パ
ッ ド 電 極 を 連 結 す る 第 ２ 画 素 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 第 １ 金 属 膜 は 耐 火 性 金 属 と し て 、 Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら
選 択 さ れ た 何 れ か １ つ で 形 成 し 、 前 記 ２ 金 属 膜 は ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で
形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
　 前 記 第 ３ 金 属 膜 は Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １
つ で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 １ 次 写 真 工 程 で 第 ２ 金 属 膜 に 対 し て テ ー パ 蝕 刻 を 行 い 、 引 続 き 第 １ 金 属 膜 に 対 し て
蝕 刻 を 行 う こ と に よ り 、 第 １ 金 属 膜 の 幅 を 第 ２ 金 属 膜 の 幅 よ り 大 き く 形 成 す る こ と が で き
る 。
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 他 の 製 造 方 法 は 、 １ 次 写 真 蝕 刻
工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ 部 及 び パ ッ ド 部 の 基 板 上 に 、 第 １ 金 属 膜 及 び 第 ２ 金 属 膜 が 順 次 に 積 層
さ れ て な る ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド を 各 々 形 成 す る 段 階 と 、 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ
ッ ド が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 の 全 面 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 段 階 と 、 ２ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ
Ｔ 部 の 前 記 絶 縁 膜 上 に 半 導 体 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、 ３ 次 写 真 工 程 を 用 い て Ｔ Ｆ Ｔ
部 に 第 ３ 金 属 膜 よ り な る ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 形 成 す る 段 階 と 、 ソ ー ス 電 極 及 び
ド レ イ ン 電 極 が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に 保 護 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 保 護 膜 及 び 絶 縁 膜 を ４
次 写 真 蝕 刻 し て 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 と 前 記 パ ッ ド 部 の ゲ ー ト パ ッ ド の 一 部 を 露 出
さ せ る 保 護 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と 、 前 記 保 護 膜 パ タ ー ン を マ ス ク と し て 前 記 第 ２ 金
属 膜 を 蝕 刻 し て パ ッ ド 部 の 第 １ 金 属 膜 を 露 出 さ せ る 段 階 と 、 ５ 次 写 真 工 程 を 用 い て 前 記 Ｔ
Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 と 接 触 す る 第 １ 画 素 電 極 パ タ ー ン と 、 前 記 パ ッ ド の 第 １ 金 属 膜 と 接
触 す る 第 ２ 画 素 電 極 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 第 １ 金 属 膜 は 耐 火 性 金 属 と し て 、 Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら
選 択 さ れ た 何 れ か １ つ で 形 成 し 、 前 記 第 ２ 金 属 膜 は ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
　 前 記 第 ３ 金 属 膜 は Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １
つ で 形 成 し 、 前 記 絶 縁 膜 は Ｓ ｉ Ｎ Ｘ 及 び Ｓ ｉ Ｎ Ｘ と Ｓ ｉ Ｏ Ｘ と の 二 重 膜 よ り な る グ ル ー プ
か ら 選 択 さ れ た 何 れ か １ つ で 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 １ 次 写 真 蝕 刻 工 程 で 第 ２ 金 属 膜 に 対 し て テ ー パ 蝕 刻 を 行 い 、 引 続 き 第 １ 金
属 膜 に 対 し て 蝕 刻 を 行 う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 に 基 づ き 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 例 を 詳 し く 説 明 す る 。
　 図 ６ は 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る た め の 概 略 レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
　 部 材 番 号 １ ０ ０ は ゲ ー ト ラ イ ン を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ ０ ５ は ゲ ー ト パ
ッ ド を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ １ ０ は デ ー タ ラ イ ン を 形 成 す る た め の マ ス ク
パ タ ー ン を 、 １ ２ ０ は 半 導 体 膜 を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ ３ ０ は ソ ー ス 電 極
／ ド レ イ ン 電 極 を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ ４ ０ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 の 画 素 電 極 と ド レ
イ ン 電 極 を 連 結 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ ４ ５ は パ ッ
ド 部 の ゲ ー ト パ ッ ド と 画 素 電 極 を 連 結 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ
ー ン を 、 １ ５ ０ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 の 画 素 電 極 を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 、 １ ５ ５ は パ ッ
ド 部 の 画 素 電 極 を 形 成 す る た め の マ ス ク パ タ ー ン を 各 々 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ を 参 照 す れ ば 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ０ が 横 に 配 列 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と 直 角 方 向
に デ ー タ ラ イ ン １ １ ０ が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン １ ０ ０ の 末 端 に は
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ゲ ー ト パ ッ ド １ ０ ５ が 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン の 末 端 に は デ ー タ パ ッ ド １ １ ５ が 備 え ら れ て い
る 。 前 記 相 互 隣 接 し た ２ つ の ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン に 境 界 さ れ る 領 域 に 各 々 マ ト リ
ッ ク ス 状 に 画 素 領 域 が 配 列 さ れ る 。 各 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は 各 ゲ ー ト ラ イ ン か ら 画 素 領 域
内 に 突 出 さ れ た 形 で 形 成 さ れ 、 各 Ｔ Ｆ Ｔ の ド レ イ ン 電 極 と ゲ ー ト 電 極 と の 間 に 半 導 体 膜 １
２ ０ が 形 成 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス 電 極 は 前 記 デ ー タ ラ イ ン １ １ ０ か ら 突 出 さ れ た 形 で 形 成
さ れ 、 透 明 な Ｉ Ｔ Ｏ で 構 成 さ れ る 画 素 電 極 １ ５ ０ が 各 画 素 領 域 内 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ 乃 至 図 １ ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の
断 面 図 で あ る 。 部 材 符 号 Ｃ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 で あ っ て 図 ６ の I －  I’ 線 の 断 面 図 で あ り 、 Ｄ 及 び
Ｅ は ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 及 び パ ッ ド 部 で あ っ て 図 ６ の II－ II’ の 断 面 図 で あ る 。
　 図 ７ は ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 詳 し く は 、 透 明 な 基 板 ３ ０ 上 に Ｃ ｒ の よ う な 耐 火 性 金 属 を ３ ０ ０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å ほ ど の
厚 さ で 蒸 着 し て 第 １ 金 属 膜 ３ １ を 形 成 し た 後 、 前 記 第 １ 金 属 膜 上 に ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア
ル ミ ニ ウ ム 合 金 を １ ０ ０ ０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å ほ ど の 厚 さ で 蒸 着 し て 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ を 形 成 す
る 。 前 記 第 １ 金 属 膜 ３ １ は Ｃ ｒ 以 外 に Ｔ ａ 、 Ｍ ｏ 及 び Ｔ ｉ よ り な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ
た 何 れ か １ つ を 使 用 し て 形 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 と し て は
ア ル ミ ニ ウ ム － ネ オ ジ ム （ Ａ ｌ － Ｎ ｄ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム － タ ン タ ル （ Ａ ｌ － Ｔ ａ ） を 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 い で 、 前 記 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ 及 び 第 １ 金 属 膜 ３ １ を １ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 及 び ゲ ー
ト － パ ッ ド 連 結 部 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 。 こ の 際 、 前 記 １ 次 写 真 蝕 刻 工 程 は 第 ２ 金 属 膜
３ ３ に 対 し て テ ー パ 蝕 刻 を 行 い 、 連 続 し て 第 １ 金 属 膜 ３ １ を 蝕 刻 す る こ と に よ り 成 さ れ る
。 従 っ て 、 第 １ 金 属 膜 ３ １ の 幅 が 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ の 幅 よ り 大 き く 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に ア ル ミ ニ ウ ム 膜 ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜 の 下 部 に 耐 火 性 金 属 膜 を 形 成 す る
こ と に よ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜 と 基 板 と の 間 の 熱 膨 張 率 の 差 に 因 し
た ア ル ミ ニ ウ ム ヒ ロ ッ ク の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 既 存 の 蝕 刻 工 程 を そ の ま
ま 適 用 す る と 共 に ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜 と 耐 火 性 金 属 膜 と の 蝕 刻 率 の 差
を 用 い て テ ー パ 蝕 刻 が で き る 。 従 っ て 、 ゲ ー ト 電 極 の 形 成 後 、 後 続 物 質 の 蒸 着 時 に 段 差 を
良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ８ は 半 導 体 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 ゲ ー ト 電 極 が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 ３ ０ の 全 面 に 、 例 え ば 窒 化 膜 ま た は 酸 化 膜
を 蒸 着 し て 絶 縁 膜 ３ ５ を 形 成 す る 。 次 い で 、 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 ３ ０ の 全 面 に 非
晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ７ 及 び 不 純 物 が ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ９ を 順 次 に 蒸 着 し
て 半 導 体 膜 を 形 成 し た 。 次 い で 、 前 記 半 導 体 膜 を ２ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 非 晶 質 シ リ
コ ン 膜 ３ ７ 及 び 不 純 物 が ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ９ よ り な る 半 導 体 膜 パ タ ー
ン を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ は ２ ０ ０ ０ Å ～ ９ ０ ０ ０ Å ほ ど の 厚 さ 、 前 記 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ７ は １
０ ０ ０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å ほ ど の 厚 さ 、 そ し て 前 記 不 純 物 が ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン
膜 ３ ９ は ３ ０ ０ Å ～ １ ０ ０ ０ Å ほ ど の 厚 さ で 形 成 す る 。
　 図 ９ は ソ ー ス 電 極 、 ド レ イ ン 電 極 及 び パ ッ ド 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 半 導 体 膜 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 基 板 の 全 面 に Ｃ ｒ の よ う な 耐 火 性 金 属 を ３ ０
０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å ほ ど 蒸 着 し て 第 ３ 金 属 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 第 ３ 金 属 膜 を ３ 次 写 真 蝕 刻
し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に ソ ー ス 電 極 ４ １ ａ 及 び ド レ イ ン 電 極 ４ １ ｂ を 形 成 し 、 パ ッ ド 部 に パ ッ ド 電
極 ４ １ ｃ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 前 記 ３ 次 写 真 蝕 刻 時 、 Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 形 成 さ れ た 不 純 物 が ド ー
ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ９ も 一 部 蝕 刻 さ れ て 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 ３ ７ の 一 部 が 露 出
さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ０ は 保 護 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 前 記 基 板 ３ ０ の 全 面 に 、 例 え ば 窒 化 膜 を 使 用 し て 保 護 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記
保 護 膜 を ４ 次 写 真 蝕 刻 し て 保 護 膜 パ タ ー ン ４ ３ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン
電 極 ４ １ ｂ 及 び パ ッ ド 部 の パ ッ ド 電 極 ４ １ ｃ の 一 部 が 露 出 さ れ る 。 そ し て 、 ゲ ー ト － パ ッ
ド 連 結 部 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 、 即 ち 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ 上 に 形 成 さ れ て い た 保 護 膜 と 絶 縁
膜 ３ ５ が 同 時 に 蝕 刻 さ れ 前 記 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ が 露 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ は ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 の 露 出 さ れ た 第 ２ 金 属 膜 を 蝕 刻 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 部 材 番 号 ４ ５ に て 示 さ れ た 部 分 、 即 ち ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部 に 位 置 し 、 前 記
保 護 膜 パ タ ー ン ４ ３ に よ り 露 出 さ れ た 第 ２ 金 属 膜 ３ ３ を 蝕 刻 し て 第 １ 金 属 膜 ３ １ を 露 出 さ
せ る 。 こ の 工 程 に よ り 後 続 工 程 で 形 成 さ れ る 画 素 電 極 と 第 ２ 金 属 膜 と の 間 の コ ン タ ク ト 抵
抗 を 減 少 さ せ う る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ２ は 画 素 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 保 護 膜 パ タ ー ン が 形 成 さ れ た 基 板 ３ ０ の 全 面 に 透 明 導 電 膜 で あ る Ｉ Ｔ Ｏ を 蒸
着 し た 後 、 前 記 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を ５ 次 写 真 蝕 刻 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 電 極 ４ ７ を 形 成 す る 。 こ
れ に よ り Ｔ Ｆ Ｔ 部 で は ド レ イ ン ４ １ ｂ と 第 １ の 画 素 電 極 ４ ７ が 連 結 さ れ 、 ゲ ー ト － パ ッ ド
連 結 部 の ゲ ー ト 電 極 と パ ッ ド 部 の パ ッ ド 電 極 ４ １ ｃ が 第 ２ の 画 素 電 極 ４ ７ を 通 し て 連 結 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ３ 乃 至 図 １ ６ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め
の 断 面 図 で あ る 。 部 材 符 号 Ｆ は Ｔ Ｆ Ｔ 部 で あ っ て 図 ６ の I －  I’ 線 の 断 面 図 で あ り 、 Ｇ は
パ ッ ド 部 で あ っ て 図 ６ の II－ II’ の 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ ３ は ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 透 明 な 基 板 ５ ０ の 全 面 に Ｃ ｒ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 等 の 耐 火 性 金 属 を ３ ０ ０ Å ～ ４ ０
０ ０ Å ほ ど の 厚 さ で 蒸 着 し て 第 １ 金 属 膜 ５ １ を 形 成 し た 後 、 ア ル ミ ニ ウ ム ま た は ア ル ミ ニ
ウ ム 合 金 を １ ０ ０ ０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å ほ ど の 厚 さ で 蒸 着 し て 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ を 形 成 す る 。 そ
の 後 、 前 記 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ 及 び 前 記 第 １ 金 属 膜 ５ １ を １ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 及 び パ ッ
ド 部 に ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド は 一 枚 の マ ス ク を 使 用 し て 同 時 に 形 成 さ れ る 。 前 記 １
次 写 真 蝕 刻 は ま ず 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ に 対 し て テ ー パ 蝕 刻 を 行 い 、 引 続 き 第 １ 金 属 膜 ５ １ に 対
し て 蝕 刻 を 行 う 。 よ っ て 、 第 １ 金 属 膜 ５ １ の 幅 が 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ の 幅 よ り 広 く 形 成 さ れ る
。
　 図 １ ４ は 半 導 体 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 詳 し く は 、 ゲ ー ト 電 極 及 び ゲ ー ト パ ッ ド が 形 成 さ れ た 基 板 ５ ０ の 全 面 に 絶 縁 膜 ５ ５ 及 び
半 導 体 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 半 導 体 膜 を ２ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に 活 性 領 域 に て 使 用 さ
れ る 半 導 体 膜 パ タ ー ン ５ ７ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 前 記 絶 縁 膜 ５ ５ は 窒 化 膜 （ Ｓ ｉ Ｎ Ｘ ） の
単 一 膜 ま た は 窒 化 膜 （ Ｓ ｉ Ｎ Ｘ ） 及 び 酸 化 膜 （ Ｓ ｉ Ｏ Ｘ ） の 二 重 膜 を 使 用 し て ２ ０ ０ ０ Å
～ ９ ０ ０ ０ Å の 厚 さ で 形 成 し 、 前 記 半 導 体 膜 パ タ ー ン ５ ７ は 非 晶 質 シ リ コ ン 膜 と 不 純 物 が
ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン を 連 続 に 蒸 着 し て 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ５ は ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 半 導 体 膜 パ タ ー ン ５ ７ が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 ５ ０ の 全 面 に Ｃ ｒ 、 Ｔ ｉ ま た は
Ｍ ｏ の よ う な 耐 火 性 金 属 を ３ ０ ０ Å ～ ４ ０ ０ ０ Å の 厚 さ で 蒸 着 し て 第 ３ 金 属 膜 を 形 成 し た
後 、 前 記 第 ３ 金 属 膜 を ３ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 に ソ ー ス 電 極 ６ １ ａ 及 び ド レ イ ン 電 極 ６
１ ｂ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 図 １ ６ は 保 護 膜 パ タ ー ン 及 び 画 素 電 極 を 形 成 す る 段 階 を 示 す 。
　 詳 し く は 、 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 が 形 成 さ れ た 前 記 基 板 の 全 面 に 、 例 え ば 窒 化 膜
を 蒸 着 し て 保 護 膜 を 形 成 し た 後 、 前 記 保 護 膜 を ４ 次 写 真 蝕 刻 し て 保 護 膜 パ タ ー ン ６ ３ を 形
成 す る 。 前 記 ４ 次 写 真 蝕 刻 時 、 Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 ６ １ ｂ の 一 部 が 露 出 さ れ 、 パ ッ ド
部 で は ゲ ー ト パ ッ ド 上 部 の 絶 縁 膜 と 保 護 膜 が 同 時 に 蝕 刻 さ れ ゲ ー ト パ ッ ド の 一 部 が 露 出 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 い で 、 保 護 膜 パ タ ー ン に よ り 露 出 さ れ た 部 分 の 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ を 蝕 刻 し て 第 １ 金 属 膜
５ １ を 露 出 さ せ る 。 こ の よ う に 第 ２ 金 属 膜 ５ ３ を 蝕 刻 す る こ と に よ り 後 続 工 程 で 形 成 さ れ
る 画 素 電 極 と 第 ２ 金 属 膜 と の 接 触 抵 抗 を 減 ら す こ と が で き る 。
　 そ の 後 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を 蒸 着 し ５ 次 写 真 蝕 刻 し て Ｔ Ｆ Ｔ 部 の ド レ イ ン 電 極 ６ １ ｂ と 接 続 さ れ
る 第 １ の 画 素 電 極 ６ ５ と 、 パ ッ ド 部 の 第 １ 金 属 膜 と 接 続 さ れ る 第 ２ の 画 素 電 極 ６ ５ を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 述 し た よ う に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 二 重 ゲ ー ト 電 極 を 使 用 す る と 共 に
少 な く と も ５ 回 の 写 真 蝕 刻 工 程 を 適 用 し て 少 な く と も ７ 回 の 写 真 蝕 刻 工 程 が 適 用 さ れ る 従
来 の 技 術 に 比 べ て 製 造 コ ス ト を 大 幅 に 低 減 し 、 製 造 収 率 を 向 上 さ せ う る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト 電 極 と し て 耐 火 性 金 属 膜 と そ の 上 部 に 形 成 さ れ る ア ル ミ ニ ウ ム 膜 の 二 重 膜
で 形 成 す る こ と に よ り 、 耐 火 性 金 属 膜 の ス ト レ ス 弛 緩 作 用 に よ り ア ル ミ ニ ウ ム 膜 の ヒ ロ ッ
ク 成 長 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 図 １ ６ に 示 さ れ た よ う に 、 パ ッ ド 部 で 画 素 電 極 を 形 成 す る 前 に ア ル ミ ニ ウ ム 膜 ま
た は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 膜 を 蝕 刻 す る こ と に よ り 、 後 続 工 程 で 形 成 さ れ る 画 素 電 極 と ア ル ミ
ニ ウ ム 膜 と の 間 の 接 触 抵 抗 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 は 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ な く 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 内 で 当 分 野 の 通 常 の 知 識 を 有
す る 者 に よ り 多 く の 変 形 が 可 能 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 液 晶 表 示 装 置 を 製 造 す る た め の 概 略 レ イ ア ウ ト 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
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あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
３ ０ 　 基 板
３ １ 　 第 １ 金 属 膜
３ ３ 　 第 ２ 金 属 膜
３ ５ 　 絶 縁 膜
３ ７ 　 非 晶 質 シ リ コ ン 膜
３ ９ 　 ド ー ピ ン グ さ れ た 非 晶 質 シ リ コ ン 膜
４ １ ａ 　 ソ ー ス 電 極
４ １ ｂ 　 ド レ イ ン 電 極
４ １ ｃ 　 パ ッ ド 電 極
４ ３ 　 保 護 膜 パ タ ー ン
４ ７ 　 画 素 電 極
Ｃ 　 Ｔ Ｆ Ｔ 部
Ｄ 　 ゲ ー ト － パ ッ ド 連 結 部
Ｅ 　 パ ッ ド 部
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种制造液晶显示装置的方法，其中减少了光处理的数量。 解决方案：形成栅电极和栅焊盘的步骤，其中通过一
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绝缘膜。 通过第二光工艺在TFT部分的绝缘膜上形成半导体膜图案的步骤，通过第三光工艺在TFT部分上形成由第三金属膜制成的
源电极和漏电极的步骤，基板 在整个表面上形成保护膜之后，形成保护膜图案的步骤，该步骤是通过对保护膜和绝缘膜进行第四次
光蚀刻，并使用该保护膜图案作为掩模，使第二金属暴露出TFT部分的漏极和焊盘部分的栅极焊盘。 通过第五光蚀刻工艺蚀刻膜以
暴露焊盘部分的第一金属膜，接触TFT部分的漏极的第一像素电极图案和接触焊盘部分的第一金属膜的第二像素电极图案的步骤 形
成步骤 包括。 [选择图]图16
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